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Ⅰ 【 地 域 保 健 課 】 

 

１ 医 事 
 
【目的及び根拠法】 

病院，診療所，助産所，施術所などの医療関連施設における適正な管理及び医療の提供の

向上を図り，市民の健康の保持に寄与する。 

根拠法：医療法，あん摩マツサージ指圧師，はり師，きゆう師等に関する法律，柔道整復

師法 

  

(１) 病院・診療所・助産所 
 
【対象及び内容】 

病院・診療所・助産所に係る許可・届出の受理，並びに関係法規に基づく立入検査の実

施 

ア 病院・診療所・助産所数及び立入検査・現地指導状況（令和５年度末） 

 施設数 立入検査件数 
新規開設に 

伴う現地確認 

病     院  59   31※  ０ 

診 療 所 
有床  22   ０  ０ 

無床 230   ０  ８ 

歯 科 診 療 所 189   ０  ２ 

助    産    所  18   ０  ０ 

計 518   31  10 

※ 病院立入検査結果（令和５年度：定期実施分） 

・ 立入検査施設数：30施設 

・ 文書指摘施設数：３施設(10％) 

・ 文書指摘延べ数：３件 

文書指摘件数 <項目別>            

項目 指摘内容 件数 

人員算定 看護補助者の確保を図ること。 １ 

職員の健康管理 職員について定期的な健康診断を実施し，その記録を残すこと。 ２ 

 計 ３ 
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イ 病院・診療所・助産所に係る届出，申請の受理数（令和５年度） 

申請・届出の種別 病 院 診療所 
診療所 

（巡回診療） 歯科診療所 助産所 

開設許可申請 ０ ３ 18 ３ ０ 

変更許可申請 88 12  １ ０ 

使用許可申請 50 ３  ０ ０ 

２箇所管理許可申請 ０ ０  ０ ０ 

専属薬剤師設置 

免除許可申請 
０ １    

開設証明申請 ０ ２ ０ ２ ０ 

開設届 ０ ７ 38 ４ １ 

一部変更届 17 35  14 ０ 

休止届 ０ ２  ２ ０ 

再開届 ０ ０  ０ ０ 

廃止届 １ 11 38 ７ ０ 

開設者死亡届 ０ １  ０ ０ 

医師変更届 128     

診療用放射線 

に関する届出 
113 43 ０ 35  

救急業務 

に関する届出 ４ ０    

計 401 120 94 68 １ 

ウ 使用検査（令和５年度） 

 件数(うち自主検査) 

病 院 51（35） 

診療所  ３（３） 

歯科診療所 ０ 

助産所    ０ 

計        54（38） 

 

(２) 施術所 
 
【対象及び内容】 

施術所に関する届出の受理等の業務や立入検査及び無資格者によるあん摩マツサージ指

圧等の防止の啓発等を行う。 
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ア 施術所数・出張業務届出施術者数及び立入状況（令和５年度末） 

種              別 
施 術 所 及 び  

出張施術者数 

新 規 開 設 に  

伴う現地確認 

あん摩マツサージ指圧師，はり師，きゆう師等に関する法

律第９条の２により開設を届出している施術所 
243 ６ 

あん摩マツサージ指圧師，はり師，きゆう師等に関する法

律第９条の２及び柔道整復師法第 19 条により開設を届出

している施術所 

77 ２ 

柔道整復師法第 19条により開設を届出している施術所 52 ３ 

あん摩マツサージ指圧師，はり師，きゆう師等に関する法

律第９条の３により出張業務の開始を届出している施術者 
43  

計 415 11 

イ 施術所に係る届出の受理数（令和５年度） 

届 出 種 別 

あん摩マツサージ指圧師，はり

師，きゆう師等に関する法律に

基づく届出 

柔道整復師法に基づく届出 

開  設  届 ９ ４ 

変  更  届 35 15 

休  止  届 ０ ０ 

廃  止  届 20 ４ 

出張業務開始届 ８  

出張業務廃止届 ５  

開設証明申請 ４ １ 

計 81 24 

 

(３) 医療安全支援センター 
 
【対象及び内容】 

    医療に関する患者・住民の心配・相談や苦情に対応し，医療の安全に関する情報の提供，

研修の実施，意識の啓発を図り，医療安全を推進することによって，住民の医療に対する

信頼を確保する。平成 22年４月１日より設置 
 

ア 医療相談件数 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

対応件数 480 518 524 518 621 684 798 686 

男性 198 196 335 170 221 250 455 262 

女性 274 315 188 342 396 424 334 407 

不明  ８  ７  １  ６  ４  10  ９  17 

   ※ 不明は，メールや手紙等の相談で，性別が特定できなかったもの 



- 10 - 

 

イ 相談内容・詳細区分  

         令和５年度 

治療・看護等の内容や技術 86 

治療・看護等の内容・技術に関することのうち，特に医療過誤を疑っ

ているもの 
23 

転院・退院 24 

医療関連法規等に関すること ８ 

その他医療行為・医療内容に関すること １ 

説明に関すること 19 

基本的マナーに関すること 43 

その他コミュニケーションに関すること 12 

衛生環境 １ 

その他医療機関等の施設に関すること ０ 

カルテ開示 ５ 

セカンドオピニオン １ 

個人情報・プライバシー ２ 

診断書等の文書に関すること ４ 

その他医療情報等の取扱いに関すること 11 

医療機関等の紹介・案内 266 

診療報酬等 35 

自費診療に関すること ４ 

その他医療費に関すること ３ 

健康や病気に関すること 55 

薬（品）に関すること 14 

制度について尋ねるもの ２ 

その他医療知識を問うもの ８ 

主訴不明 ０ 

気持ちの受け止め 23 

その他 36 

計 686 
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ウ 医療安全研修会 

令和５年度は，病院の医療安全担当者を対象に，医療安全に関する講義及び情報交換

等を実施し，医療安全支援センターと医療機関との連携を強化することによる患者支援

体制の充実に努めた。 

    

研修会名称 研修日 参加人数 

高知市医療安全研修会 令和６年１月 26日（金） 32人（28施設） 

 

(４) 高知市エリア医療関連感染対策地域支援ネットワーク事業 

【目的】 

    医療関連感染対策について市内医療機関等の平常時の取り組みを支援するとともに，ア

ウトブレイク時には市内医療機関等に対し的確な支援を行う。 

  【内容・実績】 

    平成 24年度より高知県医療関連感染対策地域支援ネットワークが運営され，高知市にお

いても平成 27年度より事業を開始した。 

   ア 高知市エリア医療関連感染対策地域支援ネットワーク検討会 

     拠点病院等の感染管理の専門家，高知県医療政策課，高知市保健所で構成されるメン

バーで，目的達成のための課題等について検討する。 

第１回 令和５年 10月１日（木） 

第２回 令和６年１月 11日（木） 

第３回 令和６年３月 11日（月）    

 

   イ 高知市エリア医療関連感染対策研修会 

     医療機関の共通の課題をテーマとして，感染対策のスキルアップ及び情報交換のため，

拠点病院等の感染管理の専門家の支援のもと研修会を開催した。 

     開催日：①令和５年 12月 21日（木） ②令和６年２月 16日（金） 

     対 象：①入所系社会福祉施設等   ②高知市医師会会員医療機関 

     参加者：①84名（53施設）      ②80名（21施設） 

     講 師：高知市エリア医療関連感染対策地域支援ネットワークメンバー 

 

   ウ 高知市エリア医療関連対策相談対応 

     市内医療機関からの医療関連感染対策に関する相談窓口を設置している。 

 

 

２ 薬 事 

 

(１) 薬局及び医薬品販売業 
 

  【目的及び根拠法】 

目的：医薬品は，人の生命，健康に直接かかわるものであり，その品質や有効性，安全

性を確保し保健衛生の向上を図る。 

根拠法令：医薬品，医療機器等の品質，有効性及び安全性の確保等に関する法律（以下，

「医薬品医療機器等法」という。） 
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【対象及び内容】 

対象：薬局及び医薬品販売業（店舗販売業） 

内容：医薬品医療機器等法に基づき行う薬局及び店舗販売業に対する，許可及び監視指

導を行う。また，チラシやインターネットなどの広告の内容についても指導を行

う。 

ア 薬局及び医薬品販売業施設数及び監視状況 

年度 
（令和） 

薬局 
薬局製剤 

製造販売業 

薬局製剤 

製造業 
計 

施設数 監視数 施設数 監視数 施設数 監視数 施設数 監視数 

３ 201 80 12 ７ 12 ７ 225 94 

４ 202 76 12 ２ 12 ２ 226 80 

５ 203 79 12 ３ 12 ３ 227 85 

 

年度 
（令和） 

医薬品販売業 

店舗販売業 特例販売業 計 

施設数 監視数 施設数 監視数 施設数 監視数 

３ 95 48 ０ ０ 95 48 

４ 91 44 ０ ０ 91 44 

５ 92 53 ０ ０ 92 53 

 

イ 薬局及び医薬品販売業に係る申請及び届出の受理数 

 (ｱ) 薬局 

年度 
（令和） 

許可 

申請 

許可更新 

申請 
変更届 廃止届 

許可証 
書換え交付 

申請 

許可証 
再交付申請 

計 

３ 10 32 754 ８ ３ ０ 807 

４ ８ 28 789 ８ ４ ０ 837 

５ 13 22 730 11 ０ ０ 776 

(ｲ) 薬局製剤製造業 

年度 
（令和） 

許可 

申請 

許可更新 

申請 
変更届 廃止届 

許可証 
書換え交付 

申請 

許可証 
再交付申請 

計 

３ ０ ５ ４ １ ０ ０ 10 

４ １ ０ １ １ １ ０ ４ 

５ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ２ 

(ｳ) 薬局製剤製造販売業 

年度 
（令和） 

許可 

申請 

許可更新 

申請 
変更届 廃止届 

許可証 
書換え交付 

申請 

許可証 
再交付申請 

計 

３ ０ ５ ４ １ ０ ０ 10 

４ １ ０ １ １ １ ０ ４ 

５ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ２ 
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(ｴ) 店舗販売業 

年度 
（令和） 

許可 

申請 

許可更新 

申請 
変更届 廃止届 

許可証 
書換え交付 

申請 

許可証 
再交付申請 

計 

３ ７ 20 350 ２ ０ ０ 379 

４ ２ 22 351 ５ ０ ０ 380 

５ ５ 12 316 ５ ０ ０ 338 

ウ 広告（チラシ，インターネット等）指導件数 

年度（令和） 指導 相談 合計 

３ ３ ２ ５ 

４ ０ ２ ２ 

５ ０ １ １ 

 

 

(２) 医療機器販売業・貸与業 
 
【目的】 

医療機器の品質，有効性及び安全性を確保し保健衛生の向上を図る。 

  【内容】 

医療機器販売業・貸与業者に対し，医療機器の販売管理体制が適正に行われているか監

視指導を行う。 

ア 医療機器販売業，貸与業施設数及び監視状況 

年度 
(令和) 

高度管理医療機器等 

販売業 

高度管理医療機器等 

貸与業 

管理医療機器 

販売業 

管理医療機器

貸与業 
計 

施設数 監視数 施設数 監視数 施設数 監視数 施設数 監視数 施設数 監視数 

３ 279 93 105 22 919 46 66 １ 1,369 162 

４ 291 143 106 38 936 34 68 ０ 1,401 215 

５ 299 115 108 33 944 33 68 ０ 1,419 181 

イ 医療機器販売業，貸与業に係る申請及び届出の受理数 
 

(ｱ) 高度管理医療機器等販売業 

年度 
（令和） 

許可申請 
許可更新 

申請 
変更届 

 

廃止届 

 

許可証 
書換え 

交付申請 

許可証 
再交付 

申請 
計 

３ 12 35 143 ９ ８ ０ 207 

４ 22 84 153 ９ ３ ０ 271 

５ 26 33 144 17 ０ ０ 220 

(ｲ) 高度管理医療機器等貸与業 

年度 
（令和） 

許可申請 
許可更新 

申請 
変更届 

 

廃止届 

 

許可証 
書換え 

交付申請 

許可証 
再交付 

申請 
計 

３ １ 15 38 ４ ６ ０ 64 

４ ５ 29 50 ４ １ ０ 89 

５ ７ 18 55 ７ ０ ０ 87 

 



- 14 - 

 

(ｳ) 管理医療機器販売業 

年度 
（令和） 

届出 変更届 廃止届 
証明書 

交付申請 
計 

３ 43 29 20 １ 93 

４ 68 42 32 ４ 146 

５ 46 51 23 １ 121 

(ｴ) 管理医療機器貸与業 

年度 
（令和） 

届出 変更届 廃止届 
証明書 

交付申請 
計 

３ 11 ５ ２ ０ 18 

４ 13 11 ２ ０ 26 

５ 13 11 ３ ０ 27 

 

 

(３) 毒物劇物販売業及び毒物劇物業務上取扱者 
 
  【目的】 

毒物劇物による事故の未然防止と健康被害の防止に努める。 

  【内容】 

毒物劇物販売業者に対し，毒物劇物の保管管理及び譲渡手続き等適正に行われているか

監視指導を行う。毒物劇物業務上取扱者に対しては，保管管理等について啓発指導する。 

ア 毒物劇物販売業等施設数及び監視状況 

年度 
(令和) 

一般販売業 農業用品目販売業 特定品目販売業 業務上取扱者※ 計 

施設数 監視数 施設数 監視数 施設数 監視数 施設数 監視数 施設数 監視数 

３ 152 43 28 11 10 １ ５ ０ 195 55 

４ 152 70 26 10 ９ １ ５ ０ 192 81 

５ 150 34 23 ７ ９ ２ ５ ０ 187 43 

   ※ 業務上取扱者：届出を要する毒物劇物業務上取扱者 

イ 毒物劇物販売業に係る申請及び届出の受理数 

(ｱ) 一般販売業 

年度 
（令和） 

登録

申請 

登録

更新 

申請 

変更届 廃止届 

登録票

書換え交付

申請 

登録票

再交付

申請 

取扱責任者

設置届 

取扱責任者

変更届 

取扱責任者 

氏名変更届 
計 

３ ２ 27 ７ ７ １ ０ ３ ５ １ 53 

４ ５ 37 ６ ５ １ ０ ４ 10 ０ 68 

５ ４ 16 ２ ５ ０ ０ ２ ４ ０ 33 

(ｲ) 農業用品目販売業 

年度 
（令和） 

登録

申請 

登録

更新 

申請 

変更届 廃止届 

登録票

書換え交付

申請 

登録票

再交付

申請 

取扱責任者

設置届 

取扱責任者

変更届 

取扱責任者 

氏名変更届 
計 

３ ０ ５ ２ ２ ０ ０ ０ ５ ０ 14 

４ １ ４ ０ ２ ０ ０ ０ ２ ０ ９ 

５ ０ ３ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ６ 
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(ｳ) 特定品目販売業 

年度 
（令和） 

登録

申請 

登録

更新 

申請 

変更届 廃止届 

登録票

書換え交付

申請 

登録票

再交付

申請 

取扱責任者

設置届 

取扱責任者

変更届 

取扱責任者 

氏名変更届 
計 

３ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ３ 

４ ０ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ３ 

５ ０ ２ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ４ 

 

 

(４) 衛生検査所 
 

【目的及び根拠法】 

目的：医療における衛生検査の重要性が高まってきたことにかんがみ，衛生検査所にお

ける検査の内容の質的向上を図る。 

根拠法令：臨床検査技師等に関する法律 

【対象及び内容】 

対象：市内に設置された衛生検査所及び営業所 

    内容：主に高知市衛生検査精度管理専門委員協議会の開催，衛生検査所の立入検査， 

精度管理調査等の実施を行う。 

ア 衛生検査所数及び立入状況 

年度 
（令和） 

登録衛生検査所施設数 届出営業所施設数 

施設数 立入り（調査）数 施設数 立入り（調査）数 

３ ５ 
１（現地） 

４（リモート） 
４ ０ 

４ ５ ４ ４ ０ 

５ ５ ３ ４ ０ 

イ 衛生検査所に係る申請，届出の受理数 

年度 
（令和） 

登録申請 
登録 

変更申請 
変更届 廃止届 

登録証明書 

書換え交付申請 

登録証明書 

再交付申請 

３ １ ０ ３ １ １ ０ 

４ ０ ０ ３ ０ １ ０ 

５ ０ ０ ８ ０ ０ ０ 

 

 

(５) 献 血 
 
【目的】 

生命を救うため，医療で必要とされる血液製剤を国内の献血により確保する。 

  【内容】 

県や赤十字血液センターと連携し各職域・地域の献血推進員の協力を得て，献血の普及・

啓発に努める。 
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【実績】 

献血状況 

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

 

種別 

 

 

献血者 

数等(人） 

（
高
知
市
） 

献
血
バ
ス 

（
ハ
ー
ト
ピ
ア
や
ま
も
も
） 

献
血
ル
ー
ム 

県
下 

（
高
知
市
） 

献
血
バ
ス 

（
ハ
ー
ト
ピ
ア
や
ま
も
も
） 

献
血
ル
ー
ム 

県
下 

（
高
知
市
） 

献
血
バ
ス 

（
ハ
ー
ト
ピ
ア
や
ま
も
も
） 

献
血
ル
ー
ム 

県
下 

200ml 献血
（目標人数） 

０ 

(０) 

421 

(420) 

421 

(420) 

０ 

(０) 

280 

(370) 

280 

(370) 

０ 

(０) 

257 

(124) 

257 

(124) 

400ml 献血 
（目標人数） 

8,056 

(7,320) 

4,683 

(3,600) 

19,155 

(17,511) 

7,786 

(7,200) 

5,648 

(3,600) 

19,651 

(17,805) 

7,496 

(7,425) 

5,703 

(5,280) 

19,480 

(19,301) 

成分献血 
（目標人数） 

０ 

(０) 

9,048 

(9,847) 

9,048 

(9,847) 

０ 

(０) 

8,966 

(9,847) 

8,966 

(9,847) 

０ 

(０) 

9,117 

(8,909) 

9,117 

(8,909) 

 

 

３ 企画管理 

 

(１) 研修等 
 

①  令和５年度保健所職員新任者研修 

【目的】 

保健所新任職員を対象に高知市保健所職員にとって必要な知識・技術を習得し，職員の

能力と資質の向上を図ることを目的として実施している。 

【内容】 

職種を問わず新任者に対して保健所長及び各所属長等を講師に実施した。 

【実績】 

講 師  研 修 日 参加人数 

保 健 所 長 ・ 各 課 長 等 令 和 ５ 年 ４ 月 2 1 日 11 名 

 

②  令和５年度学生実習指導 

下記の日程で実習生を受け入れ，保健所の役割や活動についての講義や実習を実施した。 

学   校   名 実 習 期 間 実  習  内  容 人 数 

近森病院附属看護学校 

看護学科２年生 

令和５年４月１日 

～令和６年３月 31日 
成人看護学実習 44名 

近森病院附属看護学校 

看護学科２年生 

令和５年７月７日 

～８月 21日 
小児看護学実習 43名 

高知県立大学 

健康栄養学部 

健康栄養学科３年次 

令和５年８月 17日， 

令和５年８月 22日 

～25日 

地域公衆栄養学臨地実習 ８名 
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高知学園大学 

健康科学部 

管理栄養学科３年次 

①令和５年８月 17日， 
８月 29日～９月１日 

② 令和５年８月 17日， 
９月 12日～９月 15日 

地域公衆栄養学臨地実習 15名 

高知大学大学院 

総合人間自然科学研究科 

看護学専攻実践産学課程 

２年生 

令和５年８月 25日，28日 地域助産学実習 ３名 

龍馬看護ふくし専門学校 

看護学科１年生・３年生 
令和５年９月１日 

保健所の役割や業務内容について 

公衆衛生活動における感染症対策

や医療安全，災害医療，市民の健康

づくり対策について 

１年生：57 名 

３年生：58 名 

高知県立高知東高等学校 

看護科２年生 
令和５年９月１日 基礎看護臨地実習 30名 

高知県立大学看護学部 

看護学科３回生 

令和５年９月 26日 

～令和６年２月２日 

地域看護実習 

（健康増進課・母子保健課業務） 
85名 

高知学園短期大学 

看護学科３年生 
令和５年 10月 19 日，26日 総合看護実習（母性看護領域） 12名 

高知学園短期大学 

専攻科 

地域看護学専攻１年次 

令和５年 11 月１日 

        ～29日 
公衆衛生看護学実習 ４名 

 

 

(２) 免許申請の受付（医療従事者，栄養士・調理師等） 

高知県への進達を行っています。 

（令和５年度受付件数） 

免許の種類 新規申請 籍 訂 正 
書換え

申 請 

再交付 

申 請 

籍抹消 

申 請 
免許返納 

免許等 

の照合 

免許申請 

受付証明 

医 師 55 20 20 ０ ３ ０ １ ３ 

歯 科 医 師 ３ ２ ２ １ ０ ０ ０ ０ 

看 護 師 184 155 155 12 ０ ０ 14 23 

准 看 護 師 21 13 13 11 ０ ０ 44 ２ 

保 健 師 32 24 24 ０ ０ ０ ０ ３ 

助 産 師 ５ 11 11 １ ０ ０ ０ ０ 

理 学 療 法 士 33 10 10 ０ ０ ０ ０ ０ 

作 業 療 法 士 17 11 11 ５ ０ ０ ０ １ 

診療放射線技師 ８ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 
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診療ｴｯｸｽ線技師 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

臨 床 検 査 技 師 23 11 11 ２ ０ ０ ０ １ 

視 能 訓 練 士 １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ 

衛 生 検 査 技 師 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

受 胎 調 節 

実 地 指 導 員 
１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

薬 剤 師 14 11 10 ４ ０ ０ ０ １ 

小  計 397 269 268 37 ３ ０ 59 34 

栄 養 士 13 15 15 ４ ０ ０ ０ ０ 

調 理 師 55 13 13 10 ０ ０ ０ ３ 

そ の 他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

小  計 68 28 28 14 ０ ０ ０ ３ 

合  計 465 297 296 51 ３ ０ 59 37 

 

(３) 施設管理 
 

① 総合あんしんセンター 

「保健・医療・福祉・防災」ニーズに迅速・的確に対応するため，旧市民病院の跡地に，

保健所，消防局及び災害対策本部機能を併せ持ち，医師会等関係団体の施設も含めた総合

的な拠点施設として開設した。 

 

ア 施設概要 

所 在 地 高知市丸ノ内１丁目７番45号 

開 設 年 月 日 平成22年３月23日 

建 物 構 造 本館 鉄筋コンクリート造 免震構造５階建（一部３階建）  

 １階 保健所（地域保健課，生活食品課，健康増進課，情報提供コーナー）

高知市食品衛生協会，歯科保健センター，調剤薬局 

休日夜間急患センター，平日夜間小児急患センター 

日本赤十字社高知県支部 

   ２階 保健所（検査室，相談室，Ｘ線撮影室） 

      歯科医師会，薬剤師会，栄養士会，放射線技師会，臨床検査技師会 

   ３階 地域防災推進課，高知市社会福祉協議会，高知産業保健総合支援セン

ター，歯科衛生士会，会議室 

   ４階 医師会，救急医療情報センター，腎バンク協会，電気室  

   ５階 災害対策本部，防災政策課，消防局（５課，通信司令室） 

   ＲＦ 塔屋 

別棟 鉄骨造２階建  

   消防車両等７台 資器材庫等 

面       積 敷地面積  10,700.19㎡ 本館延床面積  12,225.57㎡ 

  

② 保健福祉センター 

保健・福祉事業及び市民交流の拠点として，平成５年 10月に保健福祉センターを開設し

た。健康診査や各種がん検診，育児相談等の会場として保健センターを利用している。ふ

れあいセンターでは高齢者向け各種講座の開催，市民の学習・交流の場としてはコミュニ

ティホールがあり，複合施設としての機能を担っている。 
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ア 施設概要 

所 在 地 高知市塩田町 18番 10 号 

開 設 年 月 日 平成５年 10 月１日 

建 物 構 造 

鉄筋コンクリート造一部鉄骨造，地下１階，地上３階 

北１階：保健センター，基幹型地域包括支援センター， 

南街・北街・江ノ口地域包括支援センター 

北２階：ケアプランセンター統括部門，少年補導センター，保健センター 

北３階：コミュニティホール，保健センター，更生保護サポートセンターこうち 

南１階，２階：高齢者ふれあいセンター 

南１階：地域子育て支援センターこもれびテラス，北部子育て世代包括支援センター 

面 積 敷地面積 4,394.17㎡ 延床面積 5,118.60㎡ 

 

イ 施設利用状況 

区 分 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

回 数 人 数 回 数 人 数 回 数 人 数 

コミュニティホール 316 5,077 466 7,714 608 12,278 

保 健 セ ン タ ー 310 9,270 379 17,334 653 20,205 

高齢者ふれあいセンター 880 6,717 970 7,843 1,090 9,357 

 

(４) 救急医療等推進事業 
 

① 休日夜間急患センター 

【目的】 

一般診療体制が手薄になる休日とその夜間における初期救急体制を確保する。 

【内容】 

設置年月日  昭和 56年４月１日 

設 置 場 所  総合あんしんセンター１階(高知市丸ノ内１丁目７番 45号) ℡ 875-5719 

開設・運営  高知市が開設し，運営を高知市医師会に委託 

診 療 科 目  内科，小児科，耳鼻いんこう科，眼科（耳鼻いんこう科は平成 17年４月 

        １日，眼科は平成 29年４月１日開設） 

診 療 日  日曜・祝日及び年末年始（12月 31日～１月３日） 

診 療 時 間  午前９時～正午（概ね内科） 

午後１時～５時（概ね小児科） 

午後６時～10時（小児科） 

        ※ 耳鼻いんこう科，眼科：日曜日の午前９時～正午のみ 

診 療 体 制  内科，小児科：医師１名（１日３交代制），看護師２名，事務員２名 

         耳鼻いんこう科，眼科：医師各科１名，看護師各科２名，事務員１名 

 

【受診者数】 

年度 
(令和) 

診療 

日数 
患者数 

内               訳 

昼 夜 別 年 齢 別 性   別 居 住 地 別 

昼 夜 
15 歳 
以 上 

15 歳 
未 満 男 女 市 内 市 外 

３ 
４ 
５ 

70 
70 
71 

4,779 
7,160 
9,226 

3,496 
5,868 
3,585 

1,283 
1,292 
5,641 

1,303 
2,605 
3,297 

3,476 
4,555 
5,929 

2,585 
3,700 
4,799 

2,194 
3,460 
4,427 

3,362 
5,164 
6,248 

1,417 
1,996 
2,978 
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② 平日夜間小児急患センター 

【目的】 

診療体制が手薄になる平日夜間における小児初期救急医療体制を確保する。 

【内容】 

設置年月日  平成 11年４月１日  

設 置 場 所  総合あんしんセンター１階(高知市丸ノ内１丁目７番 45号) ℡ 875-5719 

開設・運営  高知市が開設し，運営を高知市医師会に委託 

診 療 科 目  小児科 

診療日・時間 平日の午後８時～午後 11時 

土曜日の午後８時～翌朝８時 

診 療 体 制  医師，看護師，事務員各１名 

【受診者数】 

年度 
(令和) 

診療日数 患者数 

内        訳 

性   別 居 住 地 別 

男 女 市 内 市 外 

３ 
４ 
５ 

295 
295 
295 

2,694 
2,783 
3,265 

1,399 
1,589 
1,787 

1,295 
1,194 
1,478 

1,840 
1,860 
2,179 

 854 
 923 
1,086 

 

③ 小児科病院群輪番制病院 

【目的】 

一般診療体制が手薄になる夜間，休日における小児の二次救急医療体制を確保する。 

  【内容】 

    小児の二次救急医療体制確保のために小児科病院群輪番制の整備を図り，輪番参加病院

に補助を実施している。 

  【輪番参加病院（計５病院）】 

    ・ 高知県厚生農業協同組合連合会 ＪＡ高知病院 

・ 高知県・高知市病院企業団立高知医療センター 

・ 国立大学法人 高知大学医学部附属病院 

・ 独立行政法人 国立病院機構高知病院 

・ 日本赤十字社 高知赤十字病院      

【当番日数及び当番日における患者数】 
病院名 

年度(令和) 

・区分 
JA高知病院 

高知医療 

センター 
高知大学医学

部附属病院 

国立病院機

構高知病院 

高知赤十字

病院 
合計 

３ 
当 番 日 数 32 167 100 96 93 488 

患 者 数 144 955 434 562 542 2,637 

４ 
当 番 日 数 26 181 72 92 116 487 

患 者 数 179 1,300 364 661 845 3,349 

５ 
当 番 日 数 36 177 71 98 107 489 

患 者 数 149 1,036 434 604 671 2,894 

 

④ 救急医療情報システム 

【目的】 

救急医療情報の的確な収集及び提供によって円滑で迅速な救急医療の確保を図る。 

【内容】 

設置年月日  昭和 56年４月１日 

設置場所   総合あんしんセンター４階（高知市丸ノ内１丁目７番 45号）℡ 825-1299 

設置者    高知県 
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【システムの概要】 

(一財)高知県救急医療情報センターの運営する「こうち医療ネット」では，県内の医療

機関のうち 1,422 医療機関（令和６年４月時点）がシステム参加医療機関（医科・歯科・

薬科・助産所）として登録されている。また，そのうち 101（市内 42）の応需入力医療機

関（医科）より入力された急患受け入れ体制データを記録している。 

救急医療情報センターでは，県民，市民からの電話での問合せに対し，患者の居場所や

症状に応じて，医療情報の提供を行うとともに，現在診療している医療機関を紹介してい

る。 

令和６年４月からは，「こうち医療ネット」のシステムのうち，県民向けの医療機能情報

提供及び薬局機能情報提供システムは全国統一システム「医療情報ネット（ナビイ）」に移

行している。 

【照会件数】 

区  分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

電 話 に よ る も の 36,828 44,076 42,577 

インターネットアクセス 223,452 360,157 263,099 

 

 

４ 災害医療 
 

(１) 災害医療救護活動推進事業 
 

【目的】 

南海トラフ地震などの大規模災害に備えて，発災後の医療救護活動を迅速・的確に実施

するための体制を構築する。 

【内容及び医療救護施設】 

医療関係団体及び医療機関，警察，消防局の代表者，保健所長のメンバーで構成される

高知県災害医療対策高知市地域会議（平成 31年３月末「高知県災害医療対策高知市支部会

議」から名称変更）において，目的の達成のため課題等について検討するとともに，研修

や訓練を行っている。また，救護病院に貸与している資機材の点検や入れ替え，防災訓練

への参加，高知市医師会が行う研修会への支援を行っている。 

なお，高知市災害時医療救護計画では，医療救護所は設置せず，市長は次の医療機関を

救護病院として指定し，知事の指定する災害拠点病院及び地域のその他の医療機関が連携

して医療救護活動を行うこととしている。 

    

高知市内の災害拠点病院（４）・救護病院（21）・その他の医療機関 

災害拠点病院 救護病院 その他の医療機関 

近森病院 

国立病院機構高知病院 
高知脳神経外科病院 もみのき病院 

高知生協病院 高知西病院 細木病院 

高知整形・脳外科病院 田中整形外科病院 

国吉病院 潮江高橋病院 愛宕病院 島津病院 

いずみの病院 三愛病院 図南病院 竹下病院 

高知高須病院 高知厚生病院 

海里マリン病院 永井病院 長浜病院 

リハビリテーション病院すこやかな杜 

透析医療機関など 

その他の病院・診療所 

（広域） 

高知医療センター 

高知赤十字病院 

南国市 

（広域） 

高知大学医学部附属病院 
SCU:航空搬送拠点臨時医療施設 
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【実績】 

① 会議等 

○ 高知市救護病院・災害拠点病院連絡会（令和５年５月 26日開催）  

     ○ 高知市災害薬事コーディネーター勉強会（令和５年８月７日開催） 

○ 高知県災害医療対策高知市地域会議（令和６年３月 22日開催） 

② 訓練実施  

 ○ 高知市災害時通信訓練 

日程：令和５年６月～令和６年３月（９時～10時及び 13時 30分～14 時 30分） 

 内容：年 10 回，救護病院（21施設）・高知市所管の災害拠点病院（２施設）と市

保健医療調整本部間で災害時通信訓練を定期的に実施。し，１回の参加施設

数平均 21施設・延べ 640回の情報伝達を行った。 

○ 高知市災害医療救護訓練 

日程：令和５年 10月 22日 

場所：高知高須病院 

内容：保健医療調整本部運営訓練，院内災害対策本部運営訓練，地域の薬局との   

連携訓練，受援訓練など 

 

(２) 災害医療情報通信網整備事業 
 

【目的】 

南海トラフ地震などの大規模災害時に発生する多数の傷病者に対して，効果的な災害医

療救護活動を実施するために，情報通信網の多重化を図るもの。 

【内容】 

災害拠点病院及び救護病院に衛星携帯電話，デジタルＭＣＡ携帯型無線機を配備する。 

【実績】 

  高知市内の医療救護施設への配備完了。 

〇衛星携帯電話（計 25台） 

高知市保健医療調整本部２台，救護病院 21施設，災害拠点病院２施設に各１台  

   〇デジタルＭＣＡ携帯型無線機（計 24台） 

高知市保健医療調整本部２台，救護病院 21施設，災害拠点病院１施設に各１台 

 

 

５ 結核対策 

【目的】 

感染症法に基づき，結核集団感染の未然防止対策など，総合的な結核予防対策を推進すると

ともに，結核患者に対する確実な治療支援と患者家族・接触者に対する接触者健診の確実な実

施を通して，結核の蔓延防止に努める。また，学校，施設，事業所に対する定期健康診断の実

施を働きかけるほか，市民等に対し定期健康診断の受診勧奨と正しい知識の普及啓発を進める

ことで，積極的な結核予防の推進を図る。 

 

(１) 高知市の結核概要 
 

①  全結核罹患率の年次推移  

 平成 30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 

全   国 12.3 11.5 10.1 9.2 8.2 

高 知 県 10.5 11.0 7.1 7.0 8.0 

高 知 市 7.8 9.4 5.5 5.6 7.5 
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②新登録患者状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活  動  性  結  核  

( 別 掲 )  

潜 在 性  

結 核  

感 染 症  

総

数 

肺  結  核  肺

外

結

核 
総

数 

喀 痰 塗 抹 陽 性  そ

の

他

の 

結

核

菌

陽

性 

菌

陰

性

・ 

そ

の

他 

総

数 

初

回

治

療 

再

治

療 

令 和 ３ 年 18 11 ３  ２  １  ８  ０  ７  ６  

令 和 ４ 年 26 20 15 15 ０  ５  ０  ６  12 

令 和 ５ 年 24 13 ６  ６  ０  ５  ２  ５  ６  

  ③患者の年次別状 況  

 

(２) 定期及び接触者健康診断の状況（令和５年度）           

                           （単位：人，％）  

  

定           期 接触者(実) 

事業所 学校長 施設長 市町村長 

計 

保 健 所 

従事者 
高校生 

等 
入所者 

一 般 

住 民 
乳幼児 家 族 その他 

対 象 者 数 25,933 6,378 1,860 70,775 1,923 106,869 14 74 

受 診 者 数 25,026 6,195 1,797 4,625 1,825 39,468 14 74 

ツ反検査者数       ０ ０ 

B C G 接種者数     1,825 1,825 ０ ０ 

間接撮影者数 890 225 73 ０  1,188 ０ ０ 

直接撮影者数 24,131 5,970 1,724 4,625  36,450 ４ １ 

IGRA検査者数       10 73 

精密検査者数 67 ４ 54 31  156 １ １ 

発

見

者

数 

結核患者 ０ ０ ０ ０  ０ ０ ０ 

潜在性結核感染者 ０ ０ ０ ０  ０ ０ １ 

要観察 ０ ０ ０ ０  ０ １ ０ 

受診率 (％) 96.5 97.1 96.6 6.5 94.9 36.9 100 100 

患者発見率(％) ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
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不
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菌

陽
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菌

陰

性
・
そ

の

他 

総

数 

初

回

治

療 

再

治

療 

治

療

中 

観

察

中 

令 和 ３ 年 末 21 ５ ３ １ １ ０ ２ ０ ２ ８ ５ １ ２ 

令 和 ４ 年 末 61 12 10 ９ ９ ０ １ ０ ２ 38 ２ ９ ８ 

令 和 ５ 年 末 54 ７ ４ ２ ２ ０ １ １ ３  ２ １ ４ 10 
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 (３) 公費負担申請及び結核診査の状況 

『感染症診査協議会 結核部会』は，市長から委嘱された委員６名（感染症指定医療機関医

師２名，感染症の患者の医療に関し学識経験を有する者２名，法律に関し学識経験を有する

者１名，医療及び法律以外の学識経験を有する者１名）で構成している。 

毎月２回（第２･４火曜日），蔓延防止のために勧告・措置入院患者に対して必要となる措

置（応急入院勧告・入院期間の延長・就業制限）及び一般患者に対する適正な医療内容・公

費負担内容などを審議している。 

令和５年 診査件数 

 勧告・措置 入院患者 一般患者  

令和５年 

１月～12月 

応急入院勧告 

（感染症法第 19条） 

入院期間の延長 

（左同法第 20条） 

適正医療（左同法第 37条の２） 

新規申請 継続申請 

７件 14件   20件 14 件 

     ※適正医療の新規申請には, 感染症法第19条・20条から左同法第37条の２に移行した者も含む。 

 

(４) 保健指導 

 来所・訪問指導件数 電話・文書等指導件数 

令和３年度 197 298 

令和４年度 165 538 

令和５年度 167 681 

新規登録患者及び経過観察者などに，服薬支援や適切な療養についての保健指導を行う

ことで治療中断を防ぎ早期治癒を図る。また，家族や接触者には発病を予防することを目

的に保健指導を行っている。 

 

(５) 接触者健診への取り組み 
 

   『感染症診査協議会 結核部会』の意見をふまえ，新登録患者のケース検討会において，

「結核の接触者健康診断の手引き」に基づき，健診対象者の範囲や健診実施時期及び健診実

施内容を決定している。 

集団感染が疑われる場合は，職場や病院，施設，学校等で接触者健康診断を実施し，感

染者や発病者の早期発見に努めている。令和５年度は４件の集団対応があった。 

 

(６) ＤＯＴＳ事業への取り組み 
 

①  ＤＯＴＳ支援事業（令和５年度訪問・連絡ＤＯＴＳ） 

定期ＤＯＴＳカンファレンス，退院時カンファレンス等で訪問・連絡ＤＯＴＳが必要と

されたものに対して，毎日～月１回の定期的な服薬支援を実施した。令和５年度は，39

人に延 186回の訪問・連絡ＤＯＴＳを実施した。 

② 院内ＤＯＴＳとＤＯＴＳカンファレンスの普及・推進 

病院から地域へと連続した服薬支援が実施できるよう市内にある結核病床を有する医

療機関と患者の退院時にＤＯＴＳカンファレンスを開催した。令和５年度８回開催。 

③ コホート検討会 

治療成績のコホート分析を３カ月毎に開催し，治療不成功の原因の検討や地域ＤＯＴＳ

実施方法及び患者支援の評価・見直しを行い地域ＤＯＴＳ体制の推進を図った。 

平成 25年度から全結核患者を対象者に年８回実施。 

（内４回は結核病床を有する医療機関スタッフ参加で実施 
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[コホート検討会による治療成績]  目標･･･治療失敗・脱落率を５％以下 

 

 

 

 

 

 

※ 失敗・脱落は，副作用等により医師の指示にて治療中断をした者を含む。 

令和５年度の死亡は，内結核死4.8％。 

      

(７) 普及啓発 
 

①  結核予防啓発パネル展   

      期間：令和５年９月19日（火）～ 10月２日（月） 

      場所：高知市保健所情報提供コーナー 

 

 

６ 感染症対策 

 

(１) 感染症対策事業     
 

【目的】 

  感染症法及び高知県感染症予防計画の趣旨を踏まえ，感染症の発生予防及び感染拡大防

止に努めるとともに，併せてその患者に対し，人権に十分配慮した適切な医療を提供す

るための必要な措置を講じるなど，総合的な感染症対策を推進する。 

また，感染症発生動向調査により感染症情報を定期的に収集分析し，関係機関及び市民

に情報提供するなど事前対応型行政の構築に努める。 

【内容】 

患者発生時：１類，２類感染症患者の指定医療機関への移送，感染症診査協議会の 

開催 

二次感染予防：１類，２類，３類感染症患者に対する書面通知による就業制限，医療機

関との連携による病原菌の消失確認，感染症発生動向調査，院内感染

対策の指導と助言 

【実績】 

ア １類，２類，３類感染症発生状況 

（※ 管内医療機関から届け出のあったもののうち，本市に住所を有するもの） 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は，中華人民共和国湖北省武漢市において，令和

元年 12月以降非定型の肺炎の集団発生が報告，診断され，世界各国に拡大し，日本でも令和

２年１月に１例目の患者が発生した。令和２年２月７日に，新型コロナウイルス感染症を指

定感染症として定める等の政令等の施行通知があり，その後，感染症法及び検疫法の一部が

改正され，令和３年２月 13日に「指定感染症」から「新型インフルエンザ等感染症」に変更

年度(令和) 対象数 
治療成績（一年前四半期） ※LTBI 含む 

治癒・治療完了 死亡 失敗・脱落 12カ月を超える治療 

３ 年 度 19 63.1％ 15.7％ 10.6％ 10.6％ 

４ 年 度 62 87.1％ 12.9％ ０％ ０％ 

５ 年 度 69 81.0％ 19.0％ ０％ ０％ 

 

 

 

年度 
(令和) 

新型インフ

ルエンザ等

感染症 

２類感染症 ３類感染症 

新型コロナ

ウイルス   結核 
細菌性 

赤痢 

腸チフ

ス 

パラチ

フス 

腸管出血性 

大腸菌感染症 

３ 年 度 10,620 24 ０ ０ ０ ０ 

４ 年 度 51,850 32 ０ ０ ０ ２ 

５ 年 度 161 24 ０ ０ ０ ２ 
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（令和）

３年度 0 3 0 0 5 - - - 0 76 1 0 0 4 1 3 0 5 3 0 3 0 0 0 1 0

４年度 2 3 0 1 6 - - - 2 49 3 1 1 3 1 3 0 7 9 0 2 2 4 0 9 0

５年度 2 4 0 0 6 1 1 1 0 41 0 0 1 1 1 5 0 9 3 0 0 0 1 0 7 1
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された。感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律の一部改正により，令和

５年５月８日に「新型コロナ感染症」から，「５類感染症」に変更された。 

感染症対策事業は，感染症法に基づいて実施している。 

本市でも令和２年２月末に１例目の患者が発生し，令和４年７月～第７波,10月～第８波の

状況となった。５類感染症に移行されるまで，入院勧告を審議する「感染症診査協議会」を

月１回(令和５年度は２回)開催し，患者に対して重症リスク要因や年齢などを考慮しながら

入院や療養施設の入所調整を行うとともに，自宅療養者の健康観察を行っていた。 

イ ４類，５類感染症発生状況（全数報告対象疾患のうち届出のあったもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 感染症発生に伴った検査数 （結核を除く） 16件（定点サーベイランス） 

エ 感染症届出に基づき行った就業制限の勧告の状況（結核を除く）  

                   312件（内新型コロナウイルス 311 件） 

 

(２) 肝炎ウイルス検査事業  
 

【目的】 

長期間の経過後に肝硬変や肝がんに移行する可能性が高いＢ型,Ｃ型肝炎無症候性キャ

リアを早期に発見し適切な治療を行うことにより，肝炎ウイルス感染に起因する死亡を減

少させる。 

【対象及び内容】 

  過去に肝炎ウイルス検査を受けていない市民を対象に，無料でＢ型・Ｃ型肝炎ウイルス

検査を実施。 

① 肝炎ウイルス検査 : 保健所において，月１回（14:00～15:00）実施。年間 11回の開

催。 

② 緊急肝炎ウイルス検査：受検者の利便性の向上を図るため，市内の委託医療機関にお

いて実施。 

令和５年度委託医療機関数：122機関 
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【実績】  

ア 肝炎ウイルス検査：保健所実施分 （年間 12回） 

 
年度 
(令和) 

Ｃ型肝炎 Ｂ型肝炎 

受検者数 

（人） 

陽性者数 

（再掲）（人） 

受検者数 

（人） 

陽性者数 

（再掲）（人） 

３ 年 度 30 ０ 30 １ 

４ 年 度 28 １ 27 ２ 

５ 年 度 59 ０ 63 １ 

イ 緊急肝炎ウイルス検査：委託医療機関実施分 

実施期間 令和５年５月１日～令和５年 12月 31日 

 

(３) 感染症に関する健康教育 
 

【対象・内容】 

      年間を通じて，保健所関係者・教育関係者・医療従事者・看護学生・一般市民等の集団

を対象とした結核・感染症に対する予防教育を実施している。 

    令和５年度は，ノロウイルス感染症対策を含む感染対策研修９回の研修を実施した。 

  

 

７ エイズ・性感染症（梅毒）対策 

【目的】 

エイズ・性感染症（梅毒）に対する正しい知識の普及啓発によりＨＩＶ・性感染症（梅毒）

感染の蔓延を予防し，感染者や患者に対する偏見等を除き，感染予防について一人ひとりが

主体的に考え取り組みができるように支援する。 

 

【内容・実績】 

(１) 検査・相談事業 

ア 定期検査 (無料・匿名) 

定期ＨＩＶ抗体検査：毎週月曜日 15：30～16：30（予約不要・祝日休み） 

夜間ＨＩＶ抗体検査：毎月第３（祝日の際は第２)月曜日 17：30～19：00（要予約） 

イ イベント検査 

ＨＩＶ検査普及週間特別夜間検査  令和５年６月５日  17:00～19:00 

世界エイズデー特別夜間検査  令和５年 12月４日  17:00～19:00 

【ＨＩＶ抗体・梅毒検査数】           

年度 
（令和) 

受検者 

総 数 

定期検査 夜間検査 イベント検査 
スクリー

ニング検

査陽性者 

梅毒 
（平成 30年  

  １月開始） 

回数 人数 回数 人数 回数 人数 人数 人数 陽性者 

３ 年 度 258 40 203 12 47 ２ ８ １ 252 12 

４ 年 度 280 30 212 10 57 ２ 11 １ 279 15 

５ 年 度 329 32 262 12 56 ２ 11 0 335 14 

 

 

Ｃ型肝炎 Ｂ型肝炎 

受検者数（人） 陽性者数（再掲）（人） 受検者数(人) 陽性者数（再掲）（人） 

３ 年 度  466 ０  455 ２ 

４ 年 度   244 ２   243 ２ 

５ 年 度  263 ０  265 ０ 

年 度 
（令和） 
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ウ 相談事業 （ＨＩＶ抗体検査時の相談は除く） 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

相談件数 11 40 44 

 

(２) 啓発活動事業 
 

ア エイズ予防啓発パネル展 

事 業 名 開 催 日 内  容 開 催 場 所 

HIV検査普及週間 

キャンペーン 
令和５年５月８日～６月７日 

啓発パネルの展示， 

啓発グッズ配布 

・高知市保健所 

 

 

 

 

 
・高知市保健所 

・オーテピア高知図書館 

性感染症・エイズ 

予防啓発パネル展  
令和５年７月 31 日～８月 14 日 

啓発パネルの展示， 

啓発グッズ配布 

世界エイズデー 

キャンペーン 
令和５年 11 月 17 日～12 月６日 

啓発パネルの展示， 

啓発グッズ配布 

イ 高知市保健所ホームページの活用（ http://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/110/ ） 

     高知市保健所ホームページに検査事業，相談事業，イベントのお知らせ等を掲載 

ウ その他 

・ 学校・関係機関へ啓発ポスター及び検査日程チラシ・パンフレット等の配布 

・ 広報「あかるいまち」へ啓発記事の掲載 

 

 

８ 予防接種 

 

【目的】 

予防接種法に定められた感染のおそれがある疾病について，その発生及びまん延を予防する。 
 
(１) 子どもの定期接種 
 
【内容】 

各定期接種は下記の年齢等を対象とし，委託医療機関における個別接種により実施する。 

① 結核（ＢＣＧ） 

１歳の誕生日の前日まで 

② 五種混合（ジフテリア，百日せき，破傷風，ポリオ，ヒブ感染症） 

生後２か月から７歳６か月になる日の前日まで 

③ ヒブ感染症 

生後２か月から５歳の誕生日の前日まで 

④ 四種混合（ジフテリア，百日せき，破傷風，ポリオ） 

生後２か月から７歳６か月になる日の前日まで 

⑤ 二種混合（ジフテリア，破傷風） 

11歳から13歳の誕生日の前日まで 

⑥ 麻しん・風しん混合 

１期：１歳から２歳の誕生日の前日まで 

２期：小学校に入学する前年度の４月１日から３月31日まで 

⑦ 日本脳炎 

１期：生後６か月から７歳６か月になる日の前日まで 

２期：９歳から13歳の誕生日の前日まで 

※ 平成17年度から平成21年度まで接種勧奨をしていなかったため，平成７年４月２日

から平成21年10月１日までに生まれた者に対し，接種が受けられる特例措置を実施。 
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⑧ ヒトパピローマウイルス感染症（ＨＰＶ）※ 子宮頸がん予防 

小学６年生から高校１年生相当の年齢にある女子を対象 

※ キャッチアップ接種：平成９年４月２日から平成20年４月１日までに生まれた女性 

⑨ 小児用肺炎球菌感染症 

生後２か月から５歳の誕生日の前日まで 

⑩ 水痘 

１歳から３歳の誕生日の前日まで 

⑪ Ｂ型肝炎 

１歳の誕生日の前日まで 

⑫ ロタウイルス感染症 

ロタリックス（全２回）：生後６週から24週まで 

ロタテック （全３回）：生後６週から32週まで 

 

【実績】 

 

※ 平成24年11月から三種混合に不活化ポリオワクチンを加えた四種混合ワクチンの使用が開始。

四種混合ワクチン使用開始前に三種混合ワクチン又はポリオ生ワクチンを１回でも接種して 

いる場合は，残りの接種を四種混合又は三種混合ワクチンの接種で完了させる。 

※ 令和６年４月１日から四種混合にヒブワクチンを加えた五種混合ワクチンの使用が開始。 

  五種混合ワクチン使用開始前に四種混合ワクチン又はヒブワクチンを１回でも接種している

場合は，原則として，同一種類のワクチンを必要回数接種し，完了させる。 

※ ＨＰＶワクチンは，平成25年６月14日に厚生労働省より積極的な接種勧奨を差し控える旨の

勧告が出されていたが，令和２年10月９日に対象者へ接種の機会があることを周知するための

通知を個別発送してもよいとする旨の通知が発出されている。令和３年11月26日通知にて平成

25年６月14日の通知が廃止された。 

また，積極的勧奨の差控えにより接種機会を逃した方に対して公平な接種機会を確保する観

点から，令和４年４月１日から従来の定期接種の対象年齢を超えて接種を行うキャッチアップ

接種（令和６年度末まで）が開始された。令和４年度の対象者は「平成９年４月２日から平成

18年４月１日までに生まれた女性」，令和５年度の対象者は「平成９年４月２日から平成19年４

月１日までに生まれた女性」，令和６年度の対象者は「平成９年４月２日から平成20年４月１日

までに生まれた女性」。 

※ ロタワクチンは，令和２年８月１日以後に生まれた者に対して，同年10月１日から定期化さ

れた。 

※ 令和６年４月１日付け機構改革により，母子保健課の予防接種業務（子ども）が地域保健課

に移管され，予防接種業務が一本化されたことに伴い，令和６年度から実績表を改める。 

区  分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

結核（ＢＣＧ） 接種回数 2,196 2,103 1,884 1,825 

五種混合 接種回数 － － － － 

ヒブ 接種回数 9,063 8,444 7,861 7,050 

四種混合 接種回数 9,020 8,555 7,780 7,639 

二種混合 接種回数 2,164 1,897 1,850 1,755 

麻しん・風しん混合 接種回数 4,705 4,282 4,217 4,027 

日本脳炎 接種回数 11,207 5,858 9,608 8,272 

ＨＰＶ（子宮頸がん予防） 接種回数 582 993 1,279 4,544 

小児用肺炎球菌 接種回数 8,924 8,446 7,865 7,096 

水痘 接種回数 4,490 3,776 3,648 3,478 

Ｂ型肝炎 接種回数 6,484 6,334 5,831 5,215 

ロタ 接種回数 1,897 4,799 4,355 3,963 
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(２) 成人の定期接種 
 

【内容】 

① インフルエンザ 

65 歳以上の者及び政令で定められた障害を持つ 60歳以上 65歳未満の者を対象に，委託

医療機関における個別接種により実施。 

 

  ② 高齢者肺炎球菌感染症 

これまで一度も肺炎球菌ワクチンを接種したことがない65歳の方を対象に，平成26年 

10月から予防接種法に基づく定期予防接種として，委託医療機関における個別接種により

実施。 

平成 30年度までの５年間は経過措置として， 70,75,80,85,90,95,100歳以上に      

なる方も対象となり，令和元年度からは経過措置が５年間延長された。 

※ 平成25年７月から平成26年９月末までは，予防接種法上定期化されていない任意接

種（県の10／10の補助事業）として，70歳から74歳を対象に費用の公費助成を実施。   

【実績】 

区  分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

インフルエンザ 

対象者（人） 96,582 97,221 97,373 97,085 

接種者（人） 67,304 53,422 53,861 51,655 

接 種 率 69.7％ 54.9％ 55.3％ 53.2％ 

 

【実績】 

区  分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

高 齢 者 

肺炎球菌 

対象者（人） 12,403 12,390 12,626 12,844 

接種者（人） 3,091 2,698 2,500 2,903 

接 種 率 24.9％ 21.8％ 19.8％ 22.6% 

 

 

９ 風しん対策 

 

(１) 風しん対策事業 
 

【目的】 

       風しんの感染予防やまん延防止及び先天性風しん症候群の発生予防のために，予防接種 

が必要である風しん感受性者を抽出するための抗体検査を行い，効果的な予防接種を実施。 

   【内容】 

平成 30年に全国的に風しんが流行し，県内でも風しん患者の発生があったため，平成 

31年２月より妊娠を希望する女性やその配偶者等を対象として，高知県と合同で風しん抗 

体検査事業（無料）を再開した。また，本市独自事業として，抗体価が十分でない方への

風しん予防接種費用の公費助成を再開した。（過去の妊婦健診時の検査で抗体価が低かっ

た者も含む。）※平成 26～28年度に実施したが県内での風しん患者発生なく一旦終了 

また，予防接種法が一部改正され，これまで定期予防接種の機会がなかった昭和 37年 

４月２日から昭和 54 年４月１日の間に生まれた男性が，風しんの第５期予防接種（３年

限りの事業）として対象に追加され，無料で個別に委託医療機関や健診の機会に抗体検査



- 31 - 

 

と予防接種ができることとなった。令和２年度は，令和元年度のクーポン券未使用者及び

昭和 37年４月２日から昭和 47年４月１日の間に生まれた男性にクーポン券を送付した。 

また，令和４年度から事業が３年間延長となり４年度クーポン券未使用者に再度クーポン

券(期限：令和７年１月 31日まで)を送付した。 

 

【実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 新型コロナワクチン接種推進 

 

(１) 新型コロナウイルスワクチン接種事業 
 

【目的】 

      新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止及び重症化予防を目的として，市民への円

滑な接種を実施するために必要となる体制の確保に取り組む。 

    【令和５年度までの内容】 

    ① 接種方法 

・個別接種：各医療機関で接種（令和５年９月 20日現在，115医療機関） 

・巡回接種：高齢者施設等を対象として，当該施設等において接種 

 

② 予約方法 

専用 Web予約又はコールセンター電話予約 

 

③ 情報提供 

高知市広報「あかるいまち」やホームページ，SNSを活用，その他広告の活用 

 

    ④ 接種の分類 

      令和５年度まで特例臨時接種 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度 令和５年度 

風しん抗体検査事業 受検件数（人） 204 233 

予 防 接 種 

助 成 件 数 

風 し ん 単 独 ワ ク チ ン ３ ４ 

麻 し ん 風 し ん 混 合 ワ ク チ ン 35 35 

区  分 令和４年度 令和５年度 

風しん 

第５期 

 

 
クーポン券送付 

対 象 者（人） 
30,911 28,540 

抗 体 検 査 
受  検  者（人） 2,316 799 

受 検 率 7.5％ 2.8％ 

定 期 予 防 接 種 

（ HI 法 ８ 倍 以 下 相 当 ） 
接  種  者（人） 425 199 
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【実績】 

① 12歳以上 

区分 時期 内容 

初回接種 

（１・２回目） 

令和３年２月 ・医療従事者への接種開始 

令和３年４月 
・長期入院患者（高齢者）への巡回接種開始 

・施設入所者（高齢者）への巡回接種開始 

令和３年５月 ・65歳以上の方への個別接種開始 

令和３年７月 

・基礎疾患のある方，高齢者施設等の従事者へ

の接種開始 

・64 歳以下の方への接種開始（年齢区分別に随

時接種券を発送） 

第一期追加接種

（３回目） 

令和３年 12月 
・初回接種完了からおおむね８か月経過した方

（18歳以上）を対象に接種開始 

令和４年１月 
・年齢区分の高い方から段階的に接種間隔を

短縮（最大２か月）し，早期接種を推進 

令和４年４月 
・初回接種完了から６か月経過した方（12 歳以

上 17歳以下）を対象に接種開始 

第二期追加接種

（４回目） 

令和４年５月 

・３回目接種完了から５か月経過した方（60 歳

以上）を対象に接種開始 

・基礎疾患のある方（18歳以上 60歳未満）を対

象に接種開始 

令和４年７月 
・医療従事者等及び高齢者施設等の従事者（18

歳以上 60歳未満）を対象に接種開始 

令和４年秋開始

接種 

令和４年９月 
・初回接種を完了し，最終接種日から５か月経

過した方を対象に接種開始 

令和４年 10月 
・初回接種を完了し，最終接種日から３か月経

過した方を対象に接種開始 

令和５年春開始

接種 
令和５年５月 

・初回接種を完了し，最終接種日から３か月経

過した 65歳以上の方，基礎疾患のある方，医

療従事者等及び高齢者施設等の従事者の方を

対象に接種開始 

令和５年秋開始

接種 
令和５年９月 

・初回接種を完了し，最終接種日から３か月経

過した方を対象に接種開始 

 

 

    ② ５歳～11歳（小児接種） 

区分 時期 内容 

初回接種 

（１・２回目） 
令和４年３月 ・５歳以上 11歳以下の方への接種開始 

第一期追加接種 

（３回目） 
令和４年９月 

・初回接種完了から５か月経過した方を対象に接

種開始 

令和４年秋開始

接種 
令和５年３月 

・初回接種を完了し，最終接種日から３か月経

過した方を対象に接種開始 
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令和５年春開始

接種 
令和５年５月 

・初回接種を完了し，最終接種日から３か月経

過した基礎疾患のある方を対象に接種開始 

令和５年秋開始

接種 
令和５年９月 

・初回接種を完了し，最終接種日から３か月経

過した方を対象に接種開始 

 

    ③ 生後６か月～４歳（乳幼児接種） 

区分 時期 内容 

初回接種 

（１～３回目） 
令和４年 11月 ・生後６か月以上４歳以下の方への接種開始 

令和５年秋開始

接種 
令和５年 10月 

・初回接種を完了し，最終接種日から３か月経

過した方を対象に接種開始 

 

 

 


